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平成27年　第2回伊仙町議会定例会
全議案（会期6月16日〜19日）

議案番号 議　　　　案　　　　件　　　　名 備　　考

陳情第 1号 「集団的自衛権の行使を容認する閣議決定の撤回決議」の採択を求める陳情書 不 採 択

陳情第 4号 佐弁集落（町営住宅周辺）に関する街灯の設置について 継続審査

陳情第 6号 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元をはかるための，2016年度政府予算に係る陳情書採択の要請について 採 択

請願第 1号 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書 採 択

発議第 1号 伊仙町議会会議規則の一部を改正する規則 採 択

承認第 3号 徳之島愛ランド広域連合規約の経費の支弁の方法に係る同広域連合規約の一部を改正する専決処分の承認 可 決

承認第 4号 伊仙町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 可 決

承認第 5号 伊仙町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 可 決

承認第 6号 平成26年度伊仙町一般会計補正予算（第8号）の専決処分の承認 可 決

承認第 7号 平成26年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）の専決処分の承認 可 決

承認第 8号 平成26年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第4号）の専決処分の承認 可 決

承認第 9号 平成26年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第4号）の専決処分の承認 可 決

承認第10号 平成26年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第5号）の専決処分の承認 可 決

承認第11号 平成26年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第6号）の専決処分の承認 可 決

承認第12号 平成26年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第3号）の専決処分の承認 可 決

承認第13号 平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第1号）の専決処分の承認 可 決

報告第 4号 平成26年度伊仙町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告 可 決

報告第 5号 平成26年度伊仙町一般会計事故繰越繰越計算書の報告 可 決

報告第 6号 伊仙町農業振興計画（平成27年度〜31年度）の策定の報告 可 決

議案第33号 伊仙町企業誘致促進施設の設置及び管理に関する条例の制定 原案可決

議案第34号 平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第2号） 原案可決

議案第35号 平成27年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第36号 平成27年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第37号 平成27年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第1号） 原案可決

（以下余白）
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総務文教厚生常任委員会 /経済建設常任委員会
所管事務調査報告

調査日：平成 27 年 4 月 17 日（金）　場所：検福ゲストハウスあむとぅ
出席者：伊仙町議会（総務文教厚生常任委員会・経済建設常任委員会）14 名
　　　　議会事務局 2 名
説明員：NPO いせん 1・1 役員・事務局 3 名
　　　　伊仙町長，副町長，教育長，企画課長，企画課担当職員　合計 24 名

（調査概要）
　今回の各委員会における所管事務調査事項は，平成 25 年度より町の重要施策の一環として実施されて
いる，「平成 25 年度過疎集落等自立活性化事業（総事業費：9,500 千円）」並びに「平成 26 年度過疎
地域等自立活性化推進事業（総事業費：10,000 千円）」について現地調査を行いました。
　各事業は，移住定住促進の為に町内に点在する空き家を低コストで改修し，移住定住希望者に提供す
るという趣旨の事業であります。
　各委員会における調査の詳細については，下記の通りであります。また，2 委員会は調査結果に基づい
て政策提言を行いましたので，事業年度毎に合わせてご報告申し上げます。

〇「平成 25 年度過疎集落等自立活性化事業」
　・事 業 費：9,500 千円（財源内訳：国庫 100%）
　・事業詳細：空き家調査委託・改修アドバイザー招聘・改修，運営プラン作成・募集準備・プラン評価・
　　　　　　　需用費・大工賃金・原材料費
〇「平成 26 年度過疎地域等自立活性化推進事業」
　・事 業 費：10,000 千円（財源内訳：国庫 100%）
　・事業詳細：空き家調査委託・空き家清掃美化委託・改修プラン作成・広告費・事務費

（各種事業の主な検証結果と政策提言）
・検証結果
①利用率向上にむけての PR，利用者からのアンケートを行うなど，事業目的との整合性を図る為の独自
　の評価と，毎月 1 回の定例会を開催し，反省点を善処するなど，自助努力がなされていた。（H25 年
　度事業）
②事業実施にあたっては，シルバー人材センターにおいて再利用資材を活用した改修，運営，賃貸契約
　に至るまで，　専門家のサポートを受けて行っていた。（H25 年度・H26 年度事業）
③ H25 年度事業における調査対象件数は，駐在員からの協力も得て，106 件あることが判明し，うち
　16 件は良質物件であることが調査の結果明らかになった。また，H26 年度においては，小規模校区
　を中心として調査し，9 件の調査対象件数に対し，約半分しか利活用できない状況であった。（H25 年
　度・H26 年度事業）
④ PR などの自助努力はなされているが，利用率に結びついていない状況であり，オープン当初（H26.11
　月）から平成 27 年 3 月末時点で延べ 12 組しか利用されていなかった。（H25 年度事業）

・政策提言
①利用率向上に向けて，官民一体となるよう連携を強化し，行政においては，あくまでも自立的発展を
　促されたい。特に観光連盟や商工会との連携は不可欠である。
②低コストで改修できるメリットを活かし，今後同様に事業を推進するとともに，グリーンツーリズム
　事業等を活用し，利用率向上に向けて努められたい。また，SNS 等も積極的に利用されたい。
③世界自然遺産登録に向けて，クレジットカードで精算できるようシステムの構築を検討されたい。

ゲストハウス（あむとぅ）をご利用にあたっての連絡先：TEL/FAX：0997-86-3131

ゲストハウスとは…
安価で長期滞在も可能な簡易宿泊施設

ゲストハウス「あむとぅ」での協議の様子
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要
望
活
動

　
我
々
伊
仙
町
議
会
は
、
県
道
未
整
備
地
区
（
字
義
ノ
津
）
の
早
期
拡
幅
工
事
着
工
に

向
け
て
平
成
27
年
８
月
７
日
（
金
）
に
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
へ
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
要
望
団
）：
伊
仙
町
議
会
・
議
会
事
務
局
・
建
設
課
長
・
耕
地
課
長
・
総
務
課
防
災
担
当

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
：
所
長
・
総
務
課
長
・
建
設
課
長
・
農
村
整
備
課
長
・
建
設
課
係
長

　

伊
仙
町
議
会
は
先
般
、
県
道
未
整
備
か
ら
な
る
様
々
な
懸
案
事
項

を
解
決
す
る
為
、
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
（
徳
之
島
町

亀
津
）
へ
、
一
部
区
間
の
県
道
拡
幅
に
つ
い
て
早
期
事
業
採
択
を
求

め
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
要
望
し
た
区
間
は
、来
年
度
事
業
終
了
地
点
（
三
島
商
店
周
辺
）

か
ら
徳
之
島
町
方
面
に
向
け
て
の
区
間
で
あ
り
、
特
に
住
民
の
安
全

確
保
や
防
災
の
面
を
考
慮
し
て
、
本
町
議
会
で
現
地
調
査
並
び
に
室

内
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
願
意
を
要
望
書
に
取
り
ま
と
め
提
出
い
た

し
ま
し
た
。

　

要
望
区
間
は
、
特
に
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
東
伊
仙
（
字
義

ノ
津
〈
文
元
板
金
～
エ
ブ
リ
ワ
ン
伊
仙
店
〉）
を
含
む
区
間
で
あ
り
、

こ
の
件
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
県
大
島
支
庁
徳
之
島
事

務
所
所
長
他
、
担
当
課
長
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。（
※
協
議
内
容
は
、

５
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

（左：室屋所長）（右：琉議長）
鹿児島県大島支庁徳之島事務所所長へ要望書提出しました。

伊仙町議会と県大島支庁徳之島事務所との協議の様子

要　望　書

鹿児島県知事 伊藤　祐一郎 殿

鹿児島県大島支庁長 本　重人 殿

鹿児島県大島支庁 徳之島事務所 所長 室屋　恵一 殿

伊仙町議会 議長 琉　理人

県道未整備地区（字義ノ津）の早期拡幅工事着工に関する要望

　貴職におかれましては，県政発展のため諸般の施策推進にご尽力賜り，

深く感謝申し上げます。

　さて，標記県道一部未整備地区については，徳之島町より本町を経由し

天城町徳之島空港へと通じる主要道路かつ生活基盤道路としての役割を担

っているところであります。しかしながら，このような島民においても非

常に重要な役割を担う主要幹線道路にありながら歩道が設置されておらず，

とりわけ当該地区（字義ノ津）においては，幅員が狭く，同路線を中心に

点在する小・中学校に通う児童生徒と車両との接触事故等が頻発する危険

性が指摘されます。

　さらに，近年は防災の面においても，地域住民から大雨や台風などの災

害により，当該地区が冠水し頻繁に通行止めになることから，緊急車両の

通行や町民の避難道路の確保の観点からも早急に解決することが望まれて

おります。
　このような，懸案事項並びに地域住民からの強い要望を受け，本町議会

においても平成 27 年 7 月 16 日に，大久保明伊仙町長及び職員を含めて

現地調査を行いましたが，様々な懸案事項を解決するためには，「同地区の

早期拡幅工事着工が強く望まれる」ものと結論に至りました。

　つきましては，本町議会と致しましても，地権者との協議等可能な限り，

事業推進に全面的に協力する事と致しますので，早期拡幅工事着工に向け

て何卒よろしくお取り計らい下さいますようお願い申し上げます。

平成 27 年 8 月 7 日
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義ノ津（文元板金前）平成２６年６月義ノ津（文元板金前 )
平成２７年６月２９日（月）

昨年も同じように冠水しています。

幅員が狭く，見通しが悪いことから歩行者と
車両との接触事故が懸念されている。

８月４日（火）町長室にて
要望活動に関する町長部局との事前協議の様子

義ノ津冠水部の下流平成２７年７月１６日
大久保町長及び職員を含めて現地調査。

　

要
望
活
動
の
中
で
、
大
島

支
庁
徳
之
島
事
務
所
建
設
課

長
よ
り
、
来
年
度
に
は
、
三

島
商
店
周
辺
ま
で
の
県
道
拡

幅
が
完
成
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
れ
以
降
の
県
道
拡
幅

工
事
着
工
（
字
義
ノ
津
も
含

め
て
）
に
関
し
て
は
、
不
透

明
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

た
だ
し
、
県
（
県
道
管
理

者
）
と
し
て
も
、
歩
行
者
を

含
め
て
交
通
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
に
も
、
本
庁
へ
要
望

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

質
疑
の
中
で
、「
地
元
（
町

側
）
に
求
め
る
対
応
」
に
つ

い
て
回
答
を
求
め
た
と
こ

ろ
「
や
は
り
地
元
の
合
意
形

成
が
な
け
れ
ば
、
採
択
に
つ

な
が
ら
ず
、
町
側
に
お
い
て

も
、
事
業
採
択
と
な
っ
た
場

合
に
、
県
と
一
緒
に
な
っ
て
、

用
地
交
渉
な
ど
の
業
務
等
を

行
っ
て
い
け
ば
、
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
も
の
と
考
え
る
。
ま

た
、
今
回
の
要
望
活
動
を
行

っ
て
頂
い
た
事
を
踏
ま
え

て
、
改
め
て
県
本
庁
へ
要
望

書
を
早
急
に
提
出
し
て
い
き

ま
す
。」
と
い
う
前
向
き
な

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
協
議
を
で

き
た
こ
と
が
一
つ
の
成
果
で

も
あ
り
、
県
よ
り
前
向
き
な

回
答
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
県
と
町
執
行
部
だ
け

で
は
な
く
、
議
会
そ
し
て
な

に
よ
り
も
町
民
の
皆
様
と
の

合
意
形
成
を
図
り
、
一
日
で

も
早
い
早
期
拡
幅
工
事
着
工

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

協　議　内　容
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路
で
も
あ
る
事
か
ら
、
早
急
な

対
応
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
28
年
度
の
防
災
・
安
全

社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
に

て
計
画「

建
設
課
長
」
阿
権
・
八

重
竿
線
は
、
今
年
度
に

て
応
急
的
な
補
修
を
行
い
、
来

年
度
の
平
成
28
年
の
防
災
・
安

全
社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
に

て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設
置

も
含
め
た
長
距
離
の
補
修
舗
装

工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の

導
入

前
回
の
一
般
質
問
に
引
き

続
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
そ
の
後
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
天
城

町
や
徳
之
島
町
で
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
が
行
え
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

で
も
納
税
者
へ
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
等
も
行
う
な
ど
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
今
後
本
町
で
も
他
自
治
体

の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
た
取

り
組
み
を
行
う
予
定
は
あ
る
の

か
問
う
。

ほ
ー
ら
い
館
・
百

菜
も
含
め
て
検
討

「
総
務
課

長
」
本
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
取
組
に
つ
い
て

は
、
町
民
あ
る
い
は

職
員
に
協
力
い
た
だ

き
、
出
身
者
の
住

所
録
の
整
理
等
を

行
い
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
の
お
願
い
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や
す
た

め
に
、
総
務
課
だ
け
が
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
課
を
超
え
た

横
断
的
な
組
織
を
つ
く
り
、
そ

の
な
か
で
振
込
み
専
用
紙
の
作

成
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
開

設
、
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の

契
約
に
関
し
て
は
、
ほ
ー
ら
い

館
・
百
菜
も
含
め
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

町
の
責
任町営

住
宅
「
佐
弁
地
区
」

周
辺
の
県
道
か
ら
住
宅

ま
で
の
間
に
街
灯
が
一
つ
も
な

い
状
況
に
つ
い
て
、
周
辺
に
小

さ
な
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

世
帯
も
多
く
居
住
し
て
い
る
こ

と
も
踏
ま
え
て
、
ハ
ブ
咬
傷
や

車
両
離
合
時
な
ど
非
常
に
危
険

な
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
勘
案
し
、
財
政
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
十
分
理

解
を
示
す
が
、
生
活
す
る
う
え

で
の
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
町
が
責
任
を
持
っ
て
対
応

し
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
町
の
対
応
に
つ
い

て
具
体
的
に
問
う
。

集
落
で
の
管
理
が
必
要

「
町
長
」
こ
れ
か
ら
の

地
域
社
会
は
、
集
落
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、
住
民
自

治
、
共
生
、
共
働
の
社
会
づ
く

り
に
向
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
集
落

の
方
々
の
協
力
も
今
後
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
的
に
行
政
に
お
願
い
す
れ
ば

良
い
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
れ

か
ら
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て

き
ま
す
。
要
望
は
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
街
灯

設
置
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
防
犯
・
防
災
関
係
を

考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
、
集
落

の
方
々
で
し
っ
か
り
管
理
が
で

き
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

集
落
を
つ
な
ぐ
主
要
道
路
、

早
急
な
対
応
が
必
要

町
道
阿
権
・
八
重
竿
線

が
、
現
在
台
風
等
の
影
響

を
受
け
て
洗
掘
さ
れ
、
大
変
酷

い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
道
路
脇

に
は
川
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
設
置

が
な
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
車

両
が
離
合
す
る
際
に
大
変
危
険

な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、

こ
の
線
に
つ
い
て
は
、
集
落
を

つ
な
ぐ
主
要
道
路
か
つ
、
通
学

一
般
質
問

平
成
27
年　
第
２
回
定
例
会

問

問

問

答

答

答

阿権・八重竿線の状況

平　博人 議員
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浄
化
槽
設
置
に
伴
う
集
落
排

水
路
の
整
備
に
つ
い
て

本
町
に
お
け
る
各
家
庭
の

浄
化
槽
設
置
が
お
く
れ
て

い
る
原
因
は
、
排
水
路
の
未
整

備
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
は
、

候
補
地
の
環
境
問
題
が
大
き
く

影
響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中

で
、
排
水
を
個
人
の
畑
な
ど
へ

流
す
こ
と
は
、
町
の
環
境
浄
化

の
観
点
か
ら
適
当
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
改
善
す
る
為
に
、
浄
化
槽
の

普
及
と
並
行
し
て
、
集
落
排
水

路
の
設
置
に
つ
い
て
も
財
政
状

況
を
勘
案
し
た
う
え
で
早
急
に

計
画
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

の
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
問

う
。

排
水
路
と
浄
化
槽
の
問
題
は
各

課
と
連
携
し
国
、
県
へ
要
望

「
町
長
」

伊
仙
町
は

合
併
浄
化
槽
を
含

め
た
設
置
率
が
県

下
で
ワ
ー
ス
ト
３

に
入
っ
て
る
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

伊
仙
町
の
環
境

問
題
に
関
し
て
は

遅
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
今
後
、

こ
の
排
水
路
と
浄

化
槽
の
問
題
は
相
関
し
て
い
る

中
で
、
各
課
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
ま
た
、
国
、
県
と
の
要

望
等
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

「
建
設
課
長
」
伊
仙
町
に
お
い

て
は
排
水
路
の
整
備
が
か
な
り

遅
れ
て
お
り
、
早
急
に
対
応
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

国
、
県
な
ど
と
相
談
を
し
な
が

ら
、
長
期
的
に
、
ま
た
か
つ
財

政
難
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
補

助
率
の
高
い
事
業
を
検
討
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
伊
仙
「
義
ノ
津
」
水
没
地

対
策
に
つ
い
て

昨
年
９
月
議
会
に
引
き
続

き
、
東
伊
仙
義
ノ
津
の
件

に
つ
い
て
再
度
質
問
い
た
し
ま

す
。
同
地
区
は
、
畑
や
県
道
が

水
没
す
る
な
ど
住
民
並
び
に
通

行
者
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
為
に
、
関
係
地
権

者
を
含
め
た
県
並
び
に
町
側
と

の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

問
う
。
ま
た
、
今
後
の
協
議
内

容
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

当
該
地
区
住
民
に
説
明
し
て
行

く
の
か
問
う
。
排
水
路
対
策
協

議
会
を
設
置
し
て
、
そ
の
中
で

一
日
で
も
早
く
問
題
解
決
を
す

る
よ
う
に
対
応
し
て
頂
き
た
い

が
町
長
の
見
解
を
問
う
。

地
権
者
と
の
交
渉

「
町
長
」
年
に
数
回
、
大

雨
が
降
る
た
び
に
冠
水
し

て
県
道
が
通
行
止
め
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
県
の
方
が
５
月
に

視
察
に
来
ら
れ
、
地
権
者
と
の

交
渉
や
、
現
地
の
木
の
伐
採
等

を
行
っ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
町
民
の
意
識
と
、
あ

る
意
味
で
は
モ
ラ
ル
を
正
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
ま
た
同
じ
よ

う
に
下
流
の
方
で
起
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
も

徹
底
し
て
住
民
と
話
し
合
い
を

し
て
い
く
こ
と
が
問
題
解
決
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

水
没
し
た
畑
の
耕
作
者
の
方

と
は
直
接
話
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
大
変
な
損
害
を
与
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

の
こ
と
も
含
め
て
、
町
あ
げ
て

解
決
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

県
を
交
え
て
引
き
続
き
対
応

す
る

「
耕
地
課
長
」
こ
の
件
に
関
し

ま
し
て
は
、
昨
年
の
９
月
議
会

で
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
９
月
議
会
に
お
い
て
、
議
員

の
皆
さ
ん
も
現
地
を
視
察
し

た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

の
前
段
階
に
お
き
ま
し
て
、
耕

地
課
で
、
排
水
路
工
事
の
簡
単

な
概
略
設
計
を
し
て
、
予
算
的

な
も
の
、
買
収
す
る
面
積
な
ど

を
試
算
に
24
年
の
10
月
と
11
月

に
、
町
長
も
交
え
て
地
権
者
な

ど
に
説
明
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
い
く
つ
か

の
点
で
合
意
が
出
来
な
く
て
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
排
水
路
工
事
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
道
の
計

画
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
状

況
の
中
で
、
排
水
路
の
改
修
も

難
し
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

徳
之
島
事
務
所
の
建
設
課
長

も
今
年
の
４
月
か
ら
新
し
く
着

任
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ

て
行
く
と
い
う
話
を
町
の
建
設

課
長
に
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

県
の
徳
之
島
事
務
所
建
設
課
と

町
の
建
設
課
を
交
え
て
、
引
き

続
き
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

面
縄
港
に
貨
物
船
が
接
岸
で

き
る
港
建
設

面
縄
港
の
貨
物
船
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
25
年
前

に
面
縄
港
に
貨
物
船
を
接
岸
さ

せ
る
旨
の
計
画
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
ま
た
、
農
畜
産
物
の

集
出
荷
等
を
利
用
す
る
こ
と
を

勘
案
し
て
、
関
係
機
関
を
通
じ

て
貨
物
船
受
け
入
れ
に
関
し
て

協
議
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。
面
縄
港
を
貨

物
船
が
接
岸
可
能
な
港
に
す
る

こ
と
は
、
町
の
経
済
を
恒
久
的

に
発
展
さ
せ
る
可
能
性
も
秘
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
貨
物
船
受

け
入
れ
に
伴
う
港
建
設
に
つ
い

て
、
国
や
県
と
協
議
す
る
考
え

は
な
い
か
問
う
。

面
縄
港
に
貨
物
船
が
接
岸
で
き

る
港
建
設
を
国
、
県
へ
要
望

「
町
長
」
面
縄
港
の
計
画

書
は
、
町
長
室
に
も
あ

り
ま
す
し
、
そ
の
同
じ
計
画
書

は
、
２
年
く
ら
い
前
に
九
州
地

方
整
備
局
の
鹿
児
島
港
湾
事
務

所
の
方
に
も
提
出
を
し
て
い
ま

す
。
県
内
、
郡
内
の
商
港
、
そ

問

問

問

答

答

答

美山　保 議員
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大
型
台
風
襲
来
な
ど
自
然
災

害
を
予
測
し
た
対
策

検
福
・
上
面
縄
地
区
で
発

生
し
た
竜
巻
に
よ
り
、
住

家
の
倒
壊
や
高
圧
電
柱
が
切
断

さ
れ
、
道
路
に
垂
れ
下
が
る
な

ど
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
っ

た
と
思
う
が
、
町
と
し
て
俊
敏

な
対
応
を
さ
れ
た
か
。
ま
た
今

後
も
大
型
台
風
襲
来
な
ど
自
然

災
害
を
予
測
し
て
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
町
長

の
見
解
を
問
う
。

日
本
マ
ル
コ
（
株
）
徳
之

島
工
場
の
平
成
28
年
４
月

開
設
に
向
け
て
町
当
局
は
土
地

の
整
地
も
完
了
し
順
調
に
進
展

し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が

本
体
工
事
は
い
つ
頃
着
工
す
る

の
か
。
ま
た
残
り
の
土
地
の
造

成
工
事
の
見
通
し
等
、
さ
ら
に

社
員
と
し
て
研
修
も
進
め
て
い

る
と
思
う
が
人
員
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
問
う
。

平
成
28
年
４
月
操
業
開
始
に

向
け
て
努
力

「
企
画
課
長
」
本
体
工
事

に
つ
い
て
は
７
月
頃
に

入
札
を
実
施
予
定
で
議
会
の
議

決
を
経
て
着
工
と
な
り
ま
す
。

完
成
の
目
途
と
し
て
は
平
成
28

年
１
月
末
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
残
り
の
造
成
工
事
は
九
州

電
力
の
主
要
幹
線
電
柱
が
あ
る

関
係
上
、
本
年
11
月
頃
電
柱
移

転
が
で
き
る
と
い
う
事
で
、
こ

の
電
柱
移
転
完
了
後
、
２
工
区

の
造
成
工
事
を
始
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
員
確

保
に
つ
い
て
は
操
業
時
の
主
要

幹
部
職
員
候
補
と
し
て
採
用

し
、
研
修
を
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
操
業

時
に
は
現
地
パ
ー
ト
を
含
め
て

30
名
規
模
で
事
業
を
展
開
し
、

年
次
計
画
で
増
員
、
そ
し
て
最

終
的
に
は
１
１
０
名
程
度
の
雇

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
道
・
農
道
の
維
持
管
理
徹
底

町
内
の
各
地
域
に
点
在
す

る
町
道
・
農
道
は
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

県
道
は
土
木
業
者
が
定
期
的
に

除
草
を
し
て
い
る
が
、
町
道
・

農
道
は
草
が
生
い
茂
る
な
ど
車

の
走
行
に
危
険
個
所
も
見
受
け

ら
れ
る
。
特
に
通
学
路
な
ど
含

め
て
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思

う
が
見
解
を
問
う
。

隣
町
の
道
路
管
理
状
況
な
ど

を
参
考
に
予
算
措
置
を
検
討

「
建
設
課
長
」
土
木
業
者

に
よ
る
年
１
回
の
道
路

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
や
、

こ
の
他
に
も
各
業
者
が
自
主
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
町
民

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
っ
て
い

る
が
、
手
の
届
か
な
い
集
落
間

の
道
路
な
ど
夏
場
に
か
け
て
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
は
、
建
設
課
独
自
で
巡

回
し
著
し
く
生
い
茂
っ
て
い
る

箇
所
は
業
者
等
に
も
依
頼
し
て

清
掃
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

日
本
マ
ル
コ
（
株
）
の

来
年
度
開
設
に
向
け
て

し
て
定
期
路
線
港
を
見
て
み
ま

す
と
、
例
え
ば
沖
永
良
部
は
徳

之
島
の
約
半
分
の
人
口
で
あ
る

が
、
定
期
航
路
が
、
和
泊
港
、

伊
延
港
、
知
名
港
と
３
か
所
も

あ
り
ま
す
。
大
島
本
土
に
お
い

て
は
古
仁
屋
港
と
名
瀬
港
が
あ

る
状
況
で
す
。
今
後
バ
レ
イ
シ

ョ
の
生
産
量
、
子
牛
の
輸
送
な

ど
時
代
の
変
化
の
中
で
、
面
縄

港
の
開
港
と
い
う
こ
と
が
、
今

後
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
再
度
、
国
、
県
と
交
渉
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
22
日
に
港
湾
連
絡
協

議
会
の
総
会
の
交
流
会
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
も
参
加

し
て
、
再
度
、
全
体
会
議
の
中

で
、
各
自
治
体
の
自
由
意
見
と

し
て
発
表
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

竜
巻
な
ど
突
発
的
な

災
害
へ
の
対
応
訓
練

と
人
命
被
災
者
の
確

認
を
最
優
先

「
町
長
」
東
日
本

大
震
災
後
、
徳
之

島
３
町
災
害
対
策
会
議
を

設
置
し
、
随
時
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
停
電
時
の
断
水
対
策

に
発
電
機
を
購
入
し
た
り
、
避

難
場
所
を
決
定
し
台
風
の
た
び

職
員
・
消
防
団
・
集
落
民
等
が

連
携
し
一
人
住
ま
い
の
方
々
を

仙
寿
の
里
に
避
難
さ
せ
る
な
ど

災
害
対
策
に
関
し
て
は
充
実
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
台

風
が
西
に
そ
れ
楽
観
視
し
て
い

ま
し
た
が
、
突
然
竜
巻
が
起
こ

っ
た
こ
と
は
現
実
で
あ
り
ま
す

の
で
台
風
や
大
雨
の
た
び
に
竜

巻
の
発
生
を
予
測
し
て
警
戒
す

る
こ
と
が
改
め
て
重
要
で
あ
る

問

問

問答

答

答

面縄港

牧　徳久 議員

竜巻被害
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用
で
完
全
操
業
に
移
行
す
る
旨

聞
い
て
お
り
ま
す
。

４
０
０
年
以
上
続
く
徳
之
島

の
闘
牛
文
化
温
存
を
要
望

平
成
27
年
５
月
20
日
付
け

で
徳
之
島
３
カ
町
長
連
名

か
ら
各
団
体
に
対
す
る
負
担
金

を
平
成
28
年
度
か
ら
一
律
20
％

カ
ッ
ト
す
る
旨
の
通
知
が
徳
之

島
闘
牛
連
合
会
に
も
届
き
ま
し

た
。
町
財
政
が
厳
し
い
事
は
分

り
ま
す
が
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず

少
額
な
負
担
金
も
同
様
に
カ
ッ

ト
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
か

否
か
を
峻
別
し
執
行
す
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
思
う
が
町
長
の

見
解
を
問
う
。

厳
し
い
財
政
事
情
で
の
判
断

「
町
長
・
総
務
課
長
」
一

律
２
割
カ
ッ
ト
と
い
う

こ
と
に
関
し
て
も
確
か
に
も
っ

と
細
か
く
分
析
を
し
て
、
そ
の

組
織
の
あ
り
方
、
状
況
な
ど
も

う
少
し
情
報
を
集
め
て
や
れ
ば

理
解
を
い
た
だ
け
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
３
町
で
の
徳
之
島

ダ
ム
負
担
金
の
一
括
償
還
を
断

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
次
回
か
ら
は

個
々
の
団
体
の
状
況
を
見
な
が

ら
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

地
方
創
生
の
取
組
み
に
つ
い
て

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
が
成
立
し
、
平

成
27
年
度
中
に
地
方
版
総
合
戦

略
を
策
定
す
る
努
力
義
務
が
あ

り
ま
す
。
10
年
後
の
伊
仙
町
を

見
据
え
、
絶
対
に
逃
し
て
は
な

ら
な
い
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
総

合
計
画
を
策
定
し
て
い
る
の
か

問
う
。

策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

「
企
画
課
長
」
平
成
27
年

４
月
に
総
合
戦
略
推
進
本

部
を
立
ち
上
げ
、
推
進
会
議
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
６
月
か

ら
は
集
落
座
談
会
を
開
催
し
、

地
方
創
生
に
関
す
る
説
明
を
行

い
、
住
民
の
方
々
と
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
役
場
各
課
で
も

議
論
を
行
い
策
定
に
取
組
ん
で

お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
ふ
る

さ
と
留
学
制
度
、
企
業
誘
致
、

観
光
資
源
掘
り
起
こ
し
事
業
、

答

経
済
課
の
人
材
育

成
、
研
修
施
設
等

の
整
備
計
画
事
業

等
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。徳

之
島
３

町
が
共
同

で
総
合
戦
略
を
策

定
し
取
組
む
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
大

き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
事
業

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
施

予
定
は
な
い
の
か
問
う
。

「
町
長
」
徳
之
島
３
町
が

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
総
合
戦

略
を
作
っ
た
中
で
共
通
課
題
を

抜
粋
し
、
一
つ
の
総
合
戦
略
を

作
っ
て
い
く
と
い
う
形
の
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
現
状
は
自
治

体
が
別
々
で
あ
る
以
上
、
一
部

は
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

す
べ
て
の
政
策
と
な
る
と
非
常

に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
合
併

す
る
こ
と
が
徳
之
島
全
体
の
発

展
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

「
企
画
課
長
」
現
在
３
町
で
取

組
ん
で
い
る
産
科
医
の
確
保
、

景
観
条
例
の
策
定
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
の
推
進
、
ご
み
の
不

法
投
棄
対
策
等
、
合
同
で
行
う

こ
と
が
効
果
的
な
事
項
に
関
し

て
は
、
意
見
交
換
の
場
を
設
け

て
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
全
体
の
人
口
が
減
少
し

て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る

中
、
伊
仙
町
の
策
定
す
る
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
町
と
し

て
は
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
ど

の
よ
う
な
政
策
を
考
え
て
い
る

か
。

「
企
画
課
長
」
現
在
、
企

業
誘
致
を
核
と
し
て
、

帰
っ
て
き
た
い
ま
ち
づ
く
り
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
に
お
い
て
は
６
次
産
業
化
で

農
業
従
事
者
の
人
材
育
成
を
図

り
、
製
品
を
作
り
販
売
す
る
。

そ
の
各
分
野
で
雇
用
の
場
が
確

保
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

伊
仙
町
と
し
て
「
人
づ
く

り
」
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
の
か
、
自
分
の
可
能
性

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
学

齢
期
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
、

何
か
し
ら
の
手
立
て
を
考
え
て

い
る
の
か
問
う
。

「
町
長
」
町
民
が
意
識
改

革
を
す
る
こ
と
、
魅
力
あ

る
土
地
で
魅
力
あ
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
。
そ
う
い
う
ま
ち
づ

く
り
・
人
づ
く
り
が
最
重
要
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
企
画
課
長
」
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
は
最
も
重
要
で
す
。
集

落
の
活
動
を
活
発
に
す
る
こ
と

も
人
材
育
成
の
基
本
的
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
小
学

校
単
位
で
小
さ
な
拠
点
づ
く
り

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
方
創
生
会
議
」
が
今

後
急
増
す
る
東
京
圏
の

高
齢
者
を
、
医
療
・
介
護
の
施

設
や
、
人
材
に
余
裕
の
あ
る
地

域
へ
の
移
住
促
進
を
政
府
に
要

請
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
体
が
反

発
し
た
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
老
後
は
故
郷
で
暮

ら
し
た
い
と
思
う
出
身
者
を
受

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
効
き
、
雇
用
の

場
の
確
保
に
も
繋
が
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
様
な
要
請
が
あ

っ
た
場
合
の
町
長
の
見
解
を
問

う
。

「
町
長
」
伊
仙
町
の
人
口

が
あ
ま
り
減
ら
な
い
。
高

齢
者
の
方
々
が
元
気
で
長
寿
で

あ
る
。
厚
労
省
が
認
定
し
た
健

康
増
進
施
設
「
ほ
ー
ら
い
館
」

が
あ
る
。
農
業
高
校
跡
地
の
活

用
な
ど
を
考
え
て
み
た
場
合
、

伊
仙
町
が
地
方
創
生
の
モ
デ
ル

に
な
り
う
る
し
、
国
の
ほ
う
も

伊
仙
町
に
対
す
る
大
き
な
期
待

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
自

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

福留　達也 議員
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ま
す
が
、
徳
之
島
へ
の
波
及
効

果
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
奄
美
―
成
田
間

の
路
線
は
、
奄
振
予
算
で
助
成

さ
れ
て
い
る
関
係
上
、
奄
美
群

島
全
体
へ
の
波
及
効
果
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
各
島
々
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
改
善
し
、
地
域
住
民
の

み
な
ら
ず
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
増
加
す

る
と
思
わ
れ
る
入
り
込
み
客
の

移
動
手
段
と
し
て
も
、
島
伝
い

の
高
速
船
導
入
は
、
大
変
積
極

的
な
提
案
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

住
宅
管
理
と
住
宅
不
足
解

消
に
つ
い
て

住
宅
管
理
と
住
宅
不
足

解
消
に
い
つ
い
て
、
現

在
の
住
宅
戸
数
、
ま
た
空
き
家

戸
数
に
つ
い
て
問
う
。

「
建
設
課
長
」
平
成
27

年
度
の
管
理
戸
数
に
つ

い
て
は
、
３
０
５
戸
、
入
居
戸

数
に
つ
い
て
は
２
７
９
戸
。
ま

た
政
策
空
き
家
に
つ
い
て
は
17

戸
。
入
居
準
備
中
に
つ
い
て
は

９
戸
で
す
。
待
機
者
数
に
つ
い

て
は
77
人
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
企
業
誘
致
等
が

進
み
、
人
口
が
増
え
れ

ば
今
の
伊
仙
町
の
財
政
状
況
で

対
応
で
き
る
の
か
問
う
。

伊
仙
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
よ
り
見
直
し
て

い
き
た
い

度
こ
の
管
理
台
帳
も
し
っ
か
り

精
査
し
直
し
、
財
産
の
使
用
に

関
す
る
許
可
等
も
再
度
洗
い
直

し
て
、
一
新
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
有
財
産
で
町
民
に
貸

し
付
け
て
あ
る
土
地
が

あ
る
と
思
う
が
、
契
約
更
新
等

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

「
総
務
課
長
」
町
有
財

産
の
切
り
込
み
や
、
あ

る
い
は
勝
手
に
使
用
し
て
い
る

な
ど
の
状
況
は
あ
り
ま
す
が
、

契
約
更
新
等
に
関
し
て
は
、
年

限
で
貸
付
け
に
関
し
て
の
更
新

作
業
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
建
設
課
長
」
現
状

で
は
、
厳
し
く
対
応

で
き
な
い
状
態
で
あ
り
ま

す
。
伊
仙
町
公
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
に
よ
っ
て
計
画
書

を
見
直
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。本

町
で
住
宅
不
足
の

解
消
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ

タ
ー
ン
ま
た
は
、
企
業
誘
致
等

を
行
な
え
ば
人
口
は
増
え
る
と

思
う
が
県
営
住
宅
の
誘
致
等
は

で
き
な
い
か
問
う
。

「
町
長
」
離
島
振
興
協

議
会
の
要
望
書
や
、
県

町
村
会
総
会
に
も
載
せ
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
県
議
会
議
員
が
質

問
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

財
政
管
理
に
つ
い
て

事
業
等
の
導
入
に
よ
る

土
地
購
入
が
あ
る
が
、

登
記
等
が
な
さ
れ
適
正
に
管
理

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
喜
念
地

区
で
事
業
導
入
の
た
め
、
町
有

地
と
民
有
地
が
交
換
の
経
緯
が

あ
る
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
問
う
。

「
総
務
課
長
」
整
備
を

進
め
て
い
る
公
有
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
中
で
、
再

ら
が
総
合
戦
略
の
中
で
伊
仙
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
元
気
な
う
ち
か
ら

要
介
護
に
至
る
ま
で
継
続
的
に

ケ
ア
す
る
新
し
い
取
組
み
）
を

申
請
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
雇

用
・
人
口
増
に
も
直
結
し
ま
す

し
、
総
合
戦
略
の
中
で
も
強
力

に
発
信
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

郡
島
内
に
お
け
る
移
動
手

段
の
強
化
策
に
つ
い
て

航
空
・
航
路
運
賃
の
低

減
化
、
並
び
に
バ
ニ
ラ

エ
ア
の
就
航
な
ど
に
よ
り
徳
之

島
へ
も
経
済
効
果
が
波
及
し
て

い
る
の
か
、
奄
美
群
島
間
に
お

け
る
航
空
路
の

新
設
・
増
便
、

島
伝
い
に
高
速

船
の
導
入
等
を

実
現
さ
せ
る
目

途
は
な
い
の
か

問
う
。

各
島
々
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
高
速

船
導
入
は
積
極

的
な
提
案「町

長
」

バ
ニ
ラ
エ

ア
の
就
航
等
に

よ
る
大
島
本
島

へ
の
経
済
効
果

は
顕
著
で
あ
り

問

問

問

問 問

問

答

答

答答 答

答

高速船トッピー
写真提供者：種子屋久高速船　株式会社

河地住宅

明石　秀雄 議員



議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 1 ）

あなたの声が
　地域を変える 声町民の

伊仙町に暮らして感じること
　ほーらい館やＡコープ等ができて，以前より町が明るくなってきたと思います。
　しかし，もう少し子ども達の遊ぶ場所や，大人達が気軽にスポーツや交流（フットサル・ＢＭＸ等）ができる施設もつくってほ
しいです。

今後の伊仙町に期待すること
　子育て世代として，水道問題や通学路のインフラ整備に力を入れて欲しいと思います。
　特に水道問題は，子育てしていく中では非常に深刻な問題で，お風呂や洗濯など大変苦労しています。早急に対応してほしい
です。

伊仙町議会に対しての要望など
　議会だよりもカラーになって大変読みやすくなり，写真も沢山掲載されていて以前より親しみやすくなり
ました。しかし，まだどこか硬く感じられます。もう少し内容を簡易化し，家族みんなで読めるような誌面に
してほしいです。また今後，議会傍聴にもぜひ行ってみたいと思います。

声

声

声

? どうなった?
あの一般質問の行方は…

　平成２６年に行われた定例会で通告された一般質問を追跡調査し，随時掲
載して参ります。

今回のインタビュー者：平　博人 議員

　私たち白組（西伊仙東集落）青年団は，古くから西伊仙東集落に伝わる地域
芸能「棒踊り」を先輩方より継承し，今後集落の皆様と共に棒踊り保存会とし
て後輩や子ども達に伝えていきたいと考え活動していきます。
　そこで今回は，白組の棒踊りに参加された皆さんにインタビューを行ってま
いりました。

　前回（6月号）に引き続き今回は，財政分野に関する課（総務課），租税に関する課（税務課，保健福祉課等）について掲載して参ります。
（一部を掲載しています。その他の調査結果は，町ホームページ→暮らし情報→議会事務局の中に掲載しております。）

●（第4回定例会　美山議員の一般質問）
　近年，各集落に身障者や足腰の弱い高齢者が多く見受けられます。そのなかで，一人暮らしをされている高齢者の方々は，身
寄りがないことが原因で，「孤独死」されている実例もあります。そこで，各集落に民生委員を含めたボランティアグループを
組織し，見守り業務を委託することや，庁舎内に見守り相談室を設置して，常に対応できる体制づくりはできないか問う。
（回答:保健福祉課長）
　孤独死の要因はいろいろある中で，事前に防止，対応することは不可能です。しかし問題は，孤独死が発生した場合，いかに
早くその異変に気付くかが重要だと考えます。また要支援者は230名ほどシステムでリストアップし，民生委員等への呼びかけ
や，特に災害時の例で，昨年は東面縄で青年団の協力で支援体制に繋げました。
（その後（現状…））
　現在は，要支援者のリストを年に2回見直し，作成資料を駐在員や民生委員等に配るなどの対応を行っています。しかし，包
括支援センターにおいて新たな政策・施策の導入（日常生活総合支援事業，認知症施策，特にCCRC実現）に向け包括支援セン
ターの本来あるべき姿に持っていくためには，支援体制が急務である。

　※CCRCとは:高齢者が自立して生活できるうちに入居して，社会活動に参加し，介護が必要になった場合も医療を受けながら暮らし続ける仕組み。

●（第1回定例会　美山議員の一般質問）
　伊仙町地域防災計画は，平成7年度改正されていますが，その後改正がなされていないが本年中に速やかに改正できないか。
（その後）
　H26年度の伊仙町防災会議にて改訂・承認頂き，現在印刷が完了し，9月議会までには配布予定。

　次回は，環境衛生に関する課（水道課・環境課など），建設に関する課について調査を行い掲載して参りたいと思います。

BMX＝自転車競技



議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 2 ）

　

町
民
の
皆
様
、
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

6
月
定
例
会
は
6
月
16
日
～
19
日
ま
で
の
4
日
間
に

渡
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
の
主
な
審
議
事
項
は
、
26
年
度
予
算

の
専
決
処
分
並
び
に
27
年
度
補
正
予
算
関
係
で
あ
り
ま

し
た
。

　

早
い
も
の
で
昨
年
３
月
の
編
集
後
記
を
担
当
し
て
か

ら
１
年
半
に
な
り
ま
す
。

　

改
選
後
の
新
た
な
広
報
委
員
５
名
と
、
事
務
局
職
員

で
、
町
民
の
皆
様
方
に
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心

が
け
広
報
委
員
一
同
工
夫
を
凝
ら
し
て
参
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
我
々
議
員
が
一
般
質
問
等
で
取
り
上
げ

た
事
項
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
追
跡
調
査

し
て
検
証
を
行
う
「
ど
う
な
っ
た
？
あ
の
一
般
質
問
」

や
町
民
の
皆
様
の
様
々
な
意
見
、
要
望
、
想
い
等
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
行
っ
た
「
町
民
の
声
」
の
掲
載
な

ど
で
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
か

ら
、
「
議
会
の
開
催
さ
れ
て
い
る
時
の
本
会
議
の
様
子

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
よ
り
解
る
の
だ
が
、
そ
の

前
に
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
て
議
決
に
至
っ
た

の
か
を
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
。
」
こ
の
よ
う
な

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
早
速
広
報
委
員
会
に
お
い
て
検

討
し
、
次
回
か
ら
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
お
い
て
は
、

議
決
事
項
の
結
論
の
み
な
ら
ず
、
前
段
階
に
お
け
る
主

要
な
や
り
取
り
も
掲
載
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

我
々
議
会
の
中
に
い
る
者
に
は
な
か
な
か
気
付
か
な

い
貴
重
な
要
望
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う

な
意
見
、
要
望
、
叱
咤
激
励
を
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

（
文
責　

福
留　

達
也
）

※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

編
集
後
記

委
員
長
　
牧
　
　
徳
久

副
委
員
長
　
福
留
　
達
也

委
　
　
員
　
美
山
　
　
保

委
　
　
員
　
平
　
　
博
人

委
　
　
員
　
永
岡
　
良
一

議
会
広
報
編
集
委
員
会

徳之島３カ町議会議員連絡
協議会における奉仕作業

３月
２３日　平成２６年度伊仙町健康づくり・母子保健推進協議会
　　　　平成２６年度健康長寿いせん２１推進協議会（ほーらい館）
２４日　町立各小学校卒業式（町内小学校）
２６日　平成２６年度伊仙町脳卒中対策検討会（ほーらい館）
３１日　伊仙町職員退任式（中央公民館）

４月
　２日　徳之島三カ町議会議員連絡協議会奉仕活動（犬田布岬）
　６日　町立各小・中学校入学式（町内小・中学校）
　７日　犬田布岬観光公園完成セレモニー
　　　　戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊戦士慰霊祭（犬田布岬）
　９日　議会議長・事務局長合同会（奄美市）
　　　　教職員歓迎会副議長代理出席（ほーらい館）
１７日　平成２７年第３回全員協議会
　　　　常任委員会所管事務調査（ゲストハウスあむとぅ）
２１日　徳之島地区防犯組合連絡協議会会計監査（徳之島警察署）
２３日　第２８回記念２０１５トライアスロンＩＮ徳之島大会総会
　　　（実行委員会全体会）（天城町役場）
２４日　伊仙町まち・ひと・しごと創生総合推進会議（中央公民館）
２５日　「公共工事の品質確保の促進に関する法律の一部を改正する
　　　　法律」に関する説明会（奄美市）
２７日　徳之島三町長・議長合同での県知事・各部署表敬訪問
　　　（県庁知事室）
２８日　県政説明会（県庁）
　　　　県庁奄美会員との合同懇親会（城山観光ホテル）
２９日　瀬田海海浜公園海開き（瀬田海海浜公園）

５月
　１日　議会運営委員会（議会委員会室）
１２日　台風６号襲来による被害現場調査並びに視察（町内）
１３日　鹿児島県離島振興町村議会議長会臨時総会
　　　（ホテルウェルビューかごしま）
１４日　議会議員研修会（ホテルウェルビューかごしま）
１４日　徳之島町議会との水質調査に関する合同研修会
　　　（鹿児島大学水産学部）
１８日　平成２７年度徳之島三カ町議会議員連絡協議会役員会
　　　（議会委員会室）
　　　　議会広報編集委員会（議会委員会室）
１９日　平成２７年度伊仙町商工会通常総会（ＮＯＳＡＩホール）
２０日　伊仙町議会沖永良部島視察（和泊町・知名町）
２１日　第５８回奄美群島市町村議会議員大会・議員研修会（和泊町）
２２日　奄美群島市町村議会合同視察（和泊町）
２５日　議会広報編集委員会（議会委員会室）
２８日　徳之島地区防犯組合連絡協議会総会（ほーらい館）

６月
　４日　国民文化祭実行委員会総会（中央公民館）
　６日　離島医療・救急フォーラム（ほーらい館）
　９日　平成２７年第２回伊仙町議会定例会告示
１０日　奄美群島地域産業振興基金協会評議員会
　　　　奄美群島広域事務組合臨時議会
　　　　奄美群島航路対策協議会
　　　　奄美群島大島紬振興対策協議会（奄美会館大会議室）
１１日　総務文教厚生常任委員会による閉会中の継続審査
　　　　議会運営委員会（議会委員会室）
１６日　平成２７年第２回伊仙町議会定例会開会

議会の動き

　7 月 5 日（日）に開催された「第 28
回トライアスロン in 徳之島大会」を前に，
6月27日（土）天城町B＆G海洋センター
において，徳之島 3カ町議会議員連絡協
議会活動の一環として始まった「3カ町
合同ボランティア作業」が引き続き行わ
れました。このように 3カ町一体となり
継続して活動をしてまいりたいと思いま
す。


